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１　はじめに

ブロッコリーは、近年、栄養価の高さな
どから世界的に需要が高まっており、世界
全体の生産量も増加している。わが国でも
生産量が増加していることを踏まえて、国
民への安定供給の確保に向けて計画的な生
産・出荷を確実に進めるため、消費量が多
く、国民生活に欠かせない重要な野菜とし
て国が定める「指定野菜」に2026年度か
ら追加されることになった。指定野菜の追
加は1974年のばれいしょ以来、52年ぶ
りとなる。

エクアドルは近年、日本の冷凍ブロッコ
リーの２大輸入先の一つで、23年は日本
に輸入される冷凍ブロッコリーの42％を
エクアドル産が占めている。同国は赤道直
下にありながらも国土の中央をアンデス山
脈が縦断し標高の高い地域が多く、これら
の地域は年間を通じてブロッコリーの生育
に適した冷涼な気候となっている。エクア
ドルは従来からカカオやバナナの輸出を、
主に欧米諸国向けに行ってきた。90年代

以降、輸出品目の多様化が推進される中で、
ブロッコリーは新たな輸出品目として台頭
し、生産も増加傾向にある。

本稿では、近年、日本への輸出が増えて
いるエクアドルのブロッコリー生産の動向
と輸出拡大への取り組みなどについて報告
する。

なお、本文中の為替相場は、三菱UFJ
リサーチ＆コンサルティング株式会社「月
末・月中平均の為替相場」2024年９月末
のTTS相場の１米ドル＝ 143.73円を使用
した。

（参考）『野菜情報』2016年８月号「エクアドルのブロッ
コリー生産および輸出動向（前編）」（https://
v e g e t a b l e . a l i c . g o . j p / y a s a i j o h o /
kaigaijoho/1608_kaigaijoho02.html）、

　　　『野菜情報』2016年９月号「エクアドルのブロッ
コリー生産および輸出動向（後編）」（https://
v e g e t a b l e . a l i c . g o . j p / y a s a i j o h o /
kaigaijoho/1609_kaigaijoho02.html）

エクアドルのブロッコリー生産の現状と輸出拡大への取り組み

エクアドルのブロッコリーは恵まれた気候と垂直統合（※）（インテグレーション）の進展
により、同国の主要な輸出農産品として成長を遂げている。世界的にブロッコリーの需要
が拡大する中、輸出先の市場を意識した生産・加工体制により、日本や欧米向けを中心に
輸出が増加傾向で推移し、それに伴い生産地域も拡大している。
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２　生産動向

（１）エクアドルの主要生産地と生産概況
ブロッコリーの主な産地は内陸部のアン

デス山脈に位置するコトパクシ県、トゥン
グラワ県、チンボラソ県およびピチンチャ
県の４県である（図１）。これらの地域は
標高が2500メートル以上と高く害虫の発

生が少ないことに加えて、赤道付近に位置
していることから日照時間が長く、冷涼か
つ湿潤な気候であるため、ブロッコリーの
生育に適している。また、気温が年間を通
してほぼ一定であるため（図２）、１年を
通じて露地栽培が可能で、栽培地当たり年
３回の収穫を行うことが一般的である（生
育ステージは通常12 ～ 14週）。

図１　ブロッコリーの主要産地と作付面積（2023年）
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資料：エクアドル農業畜産省（MAG）の情報を基に、機構作成
注　：キトはエクアドルの首都（標高2850m）。
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図２　エクアドル（イゾバンバ観測所（キト近郊））および札幌の気候データ

資料：気象庁
注　：1991年から2020年の平均。
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ブロッコリーの生産は、年による変動は
あるものの、旺盛な輸出需要を背景におお
むね拡大傾向にあり、2014年からの10
年の推移を見ると、作付面積は43.6％、
収穫量は74.4％それぞれ増加している

（図３）。
県別の作付面積および収穫量の推移を見

ると、コトパクシ県が全体の７～９割程度

を占める（表１）。同県には、大手の加工
業者が拠点を構えており、また輸出港であ
るグアヤキル港までの輸送インフラが整備
されていることから、大規模生産者が多く
集まっている（表２、写真１）。近年は国
内外からの需要増により、ブロッコリーの
生産地域がより高地へと広がる傾向にあ
る。

図３　エクアドルのブロッコリーの作付面積および収穫量の推移

資料：エクアドル国家統計センサス局（INEC）
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表１　ブロッコリーの県別作付面積および収穫量の推移
（単位：ha、トン）

県名 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
作付面積 収穫量 作付面積 収穫量 作付面積 収穫量 作付面積 収穫量 作付面積 収穫量

コトパクシ 9,336 160,870 9,424 175,192 5,692 110,026 8,047 125,146 6,831 130,385
チンボラソ 337 5,332 239 2,938 256 3,181 479 5,395 528 6,520
トゥングラワ 41 409 30 556 1,144 15,469 445 3,645 2,490 60,079
インバブラ 110 1,176 82 1,117 0 0 0 0 0 0
ピチンチャ 94 1,872 323 3,143 36 732 119 1,073 18 237
アズアイ 1 4 31 221 6 12 0 0 0 0
ロハ 4 62 7 8 41 345 0 0 0 0

合計 9,923 169,725 10,136 183,175 7,175 129,764 9,089 135,259 9,867 197,221

資料：INEC「Encuesta de Superficie y Producción Agropecuaria Continua（ESPAC）」

表２　ブロッコリーの県別経営体数など（2023 年）
経営体数
（戸）

作付面積
（ha） １戸当たり

（ha/ 戸）
コトパクシ県 45 6,831 151.8
チンボラソ県 1,580 528 0.3
トゥングラワ県 803 2,490 3.1
ピチンチャ県 45 18 0.4
合計（１戸当たりは平均） 2,473 9,867 4.0

資料：MAG の情報を基に機構作成

写真１　大規模な圃場で栽培されるブロッコリー
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しかしながら、生産地の標高が高いため、
低温や霜の被害を受けることもあり、気象
条件によって収穫量が変化する。21年と
22年の収穫量低下の要因はこの霜による
ものである。一方、害虫の被害は比較的少
なく、同年の害虫被害の発生はエクアドル
全体でも２ヘクタール程度であった。

（２）生産者
2023年のブロッコリーの経営体数は

2473戸であるが、収穫量が最も多いコト
パクシ県では45戸と全体の1.8％に過ぎな
い（表２）。

規模別の収穫量の推移を見ると、10ヘ
クタール以上の栽培地を所有している生産
者が総収穫量の90％以上を占め、小規模
生産者が占める割合は減少傾向で推移して
いる（表３）。

一方、エクアドル農業畜産省（MAG）
によると、23年は生産者の95％が１ヘク
タール未満の農地でブロッコリーの栽培を
行ったとされることから、コトパクシ県な
ど主要産地の少数の大規模生産者が全国の
総収穫量のほとんどを生産していることに
なる。

これらの大規模生産者は、主に輸出向け
のブロッコリーを生産しており、小規模生
産者が国内向けのブロッコリーを生産して
いる（写真２）。

23年のブロッコリー生産では、１万
7620人の雇用を創出しており、このうち
30.0％が経営者とその家族、69.8％が無
期雇用の従業員であり、季節雇用者の割合
は0.2％であった。ブロッコリー生産にお
ける雇用の99.8％が常時ブロッコリー生
産に携わっていることになる。

表３　ブロッコリーの規模別収穫量の推移
（単位：トン）

規模 2018年 19年 20年
収穫量 割合 収穫量 割合 収穫量 割合

50ha 以上 125,929 66.9% 114,223 67.3% 124,010 67.7%
10ha 以上 50ha 未満 46,095 24.5% 47,687 28.1% 54,951 30.0%
5ha 以上 10ha 未満 331 0.2% 1,197 0.7% 0 0.0%
5ha 未満 15,740 8.4% 6,618 3.9% 4,213 2.3%
合計 188,095 100.0% 169,725 100.0% 183,175 100.0%
資料：INEC「ESPAC」

写真２　小規模生産者の圃場では、馬を使って整地することもある
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（３）単収
エクアドルのブロッコリー生産が近年成

長を遂げている理由として、単収の高さと
その続伸が挙げられる。単収向上の要因と
して、生産から加工、輸出までを行う垂直
統合（インテグレーション）による効率的
な生産体制下で、①肥料の投入などによる
土壌の肥沃化②優良品種の導入③生産者へ
の技術指導―が挙げられる。2014年には
１ヘクタール当たり16.5トンであった単

収は23年には同20トンと増加した（表
４）。一方、低温や霜などにより単収が低
下する年もある。単収が低下した15年、
16年および22年はいずれも低温による被
害があった。

現地の関係者によると、今後もこの傾向
で単収が向上していくことは難しいため、
収穫量の増加は作付面積の拡大によるとこ
ろが大きくなるとされている。

（４）生産コスト
ブロッコリーの生産コストの中で最も大

きな割合を占めるのは施肥であり、次いで
植付作業が大きな割合を占めている（表
５）。また、病虫害対策には、輸入品であ
る農薬のコスト変動が大きく影響してい
る。

MAGによると、2016年から18年の生
産コストは１ヘクタール当たり1800 ～
2200米 ド ル（25万8714 ～ 31万6206
円）とされ、変化は見られない。19年以
降の生産コストは公表されていないが、
23年に現地の生産者に聞き取りを行った

ところ、生産コストは同4500米ドル（64
万6785円）に高騰しているという。

また、MAGによると、生産コスト全体
に占める収穫コストは全体の27％を占め
ており、１ヘクタール当たりに必要な労働
者は延べ55人と試算されている。収穫を
手作業で行っていることなどから（写真
３）、他の作物に比べてより多くの労働力
が必要とされている。

近年は肥料価格などの生産コストが高騰
したことで、利益率が小さくなるといった
課題も生じている。

表４　エクアドルの全国平均およびコトパクシ県の単収の推移
（トン /ha）

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
エクアドル平均 16.5 14.1 13.4 15.9 16.5 17.1 18.1 18.4 15.5 20.0
コトパクシ県 17.0 14.0 13.8 17.0 16.7 17.2 18.6 19.5 16.3 19.1

（参考）日本平均 10.3 10.4 9.8 9.7 10.0 10.6 10.5 10.2 10.1 9.9

資料：INEC「ESPAC」、農林水産省「作物統計」を基に、機構作成

表５　生産コストの内訳
（単位：米ドル /ha）

2016年 17年 18年
16 ～ 18年におけ
る生産コスト全体

に占める割合
圃場整備 103 ～ 125 103 ～ 125 103 ～ 125 5.7%
植付作業 502 ～ 614 502 ～ 614 502 ～ 614 27.9%
施肥 538 ～ 658 538 ～ 658 538 ～ 658 29.9%
栽培管理作業 103 ～ 125 103 ～ 125 103 ～ 125 5.7%
病害虫対策 59 ～ 73 59 ～ 73 59 ～ 73 3.3%
収穫作業 495 ～ 605 495 ～ 605 495 ～ 605 27.5%
合計 1,800 ～ 2,200 1,800 ～ 2,200 1,800 ～ 2,200 100%
資料：MAG の資料を基に機構作成
注　：人件費、苗床および農薬などの購入費を含む。
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（５）卸売価格
生産量のほとんどを輸出しているエクア

ドルでは、国内のブロッコリー消費量は多
くはないものの、生産コストの高騰や所得
の向上などによる需要の増加により、卸売
価格は上昇傾向にある（図４）。

エクアドル国内では、一般的なスーパー
マーケットなどで生鮮ブロッコリーが販売
されており、一部の小売店ではカットした
ブロッコリーも販売されている（写真４）。
エクアドル中部は標高が高く、比較的冷涼
な気候のためクリームタイプのスープが伝
統的な料理の一つとされ、家庭で使用され
るブロッコリーはサラダだけではなく、こ
のようなスープに入れることもある。

写真３　収穫の様子
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図４　エクアドル国内の卸売価格と生産者価格の推移

資料：MAG
注　：卸売価格はエクアドル国内の卸売市場での取引価格の加重平均。

写真４　現地スーパーマーケットで販売されているブロッコリー。
　　　　カットした状態の商品も販売されている（右）。
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３　輸出動向

（１）輸出の推移
ブロッコリーの輸出動向を見ると、輸出

量 は 順 調 に 増 加 傾 向 で 推 移 し て お り、
2023年は９万8677トンとなった。主要
な輸出先は米国と日本となっており、両国
で輸出量全体の66.3％を占める（図５）。
23年のブロッコリー輸出額は１億7558
万米ドル（252億3611万円）に達し、同

国の農産物輸出額の2.1％を占めた。

14年以降は前年を上回るペースでの輸
出が続いており、21年には、前年からの
新型コロナウイルス感染症の世界的な流行
により、コンテナ不足や運賃の高騰、段ボー
ルなどの投入資材のコスト上昇などにより
輸出量の増加ペースが落ちたものの、その
後も拡大基調を維持している。

（２）輸出形態
輸出されるブロッコリーの大半は海上輸

送であり、主要な輸出港は南西部の太平洋
に面したエクアドル最大の都市グアヤキル
にある港（図１）である。輸出先の市場ニー
ズに応える形で手作業によるさまざまな加
工が行われている（写真５）。米国向けは茎
が長く、細長いフローレット（小花蕾）で
ある一方、欧州向けは茎を短くカットする
小ぶりなフローレットという特徴がある。

主要な輸出先である米国市場には、同国
内の需要が高まる年末年始（11月から１
月）に向けて輸出量が増える傾向がある

（図６）。生産地では、このような輸出先の
需要の変動に合わせて生産計画が立てられ

ている。

写真５　冷凍加工場でのカットの様子

図５　エクアドル産ブロッコリーの輸出先別輸出量の推移

資料：MAG
注　：エクアドルのHSコード0710.80.9000および0704.10.0000の合計
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ブロッコリーは通常、１箱に８～ 10キ
ログラム程度詰めて輸出される。傷みやす
い野菜のため、カットから冷凍までの所要
時間は最大48時間となっている。個別急
速冷凍（IQF）により、２年間保存が可能
で、IQF後包装されてリーファー（冷蔵・
冷凍）コンテナで輸送される（写真６）。
主要産地のコトパクシ県からグアヤキル港
までのトラックによる所要時間は12時間
ほどであり、日本向けの貨物船の場合、同
港から約30日で日本に到着する。

輸出金額および輸出単価を見ると、近年
の世界的な需要増や運賃コスト、投入資材
コストの増加に呼応して単価も上昇傾向に
ある（表６）。

（３）日本向け輸出
エクアドル産ブロッコリーの特徴とし

て、①鮮やかな緑色であること②トレーサ
ビリティが可能であること③害虫が少ない

こと④繊維質が少ないこと－などが挙げら
れる。特に害虫混入のリスクが少ないこと
は日本市場での高い評価につながってい
る。日本向けの冷凍ブロッコリーの輸出は、

図６　米国向け輸出の月別推移（2023年）

資料：MAG
注　：エクアドルのHSコード0710.80.9000および0704.10.0000の合計
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表６　ブロッコリーの輸出金額と輸出単価の推移
2014年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年

輸出量（千トン） 53.7 59.9 61.8 64.9 74.0 80.3 88.0 89.6 97.5 98.7
輸出金額（百万米ドル） 71.2 82.7 85.3 93.9 111.1 128.2 148.1 150.2 170.5 175.6
輸出単価（米ドル / トン） 1,327 1,380 1,380 1,446 1,501 1,597 1,683 1,676 1,749 1,779

資料：INEC の資料を基に機構作成
注　：輸出金額は FOB 価格。

写真�６　輸出する冷凍ブロッコリーをリ
ーファーコンテナに積み込む様子
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需要の高まりとともに増加傾向で推移して
おり、2022年には３万6963トンを記録
し、日本にとって最大の輸入先となった

（図７）。
日本に輸入されるエクアドル産冷凍ブ

ロッコリーの多くは外食や加工・業務用、
学校給食用向けに流通することが多い。

19年には、エクアドルの大手ブロッコ
リ ー 加 工 業 者 で あ る エ コ フ ロ ス 社

（ECOFROZ）を日本のエア・ウォーター
社が買収して子会社化するなど、調達先の
安定的な確保に向けた動きが加速してい
る。

中国産などと比べると輸入価格は３割か
ら４割ほど高い（図８）が、日本の輸入業
者はその品質から、日本の需要が拡大する
中で今後も輸入が増えるとみている。

図８　日本の冷凍ブロッコリーの国・地域別輸入単価

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
注　：HSコード0710.80-010
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図７　日本の冷凍ブロッコリーの国・地域別輸入量の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
注　：HSコード0710.80-010
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４　輸出拡大への取り組み

（１）輸出拡大の背景
ア　ブロッコリー栽培と輸出の始まり

歴史的に、エクアドルの経済成長は農業
生産と農産品の輸出により支えられてき
た。古くはカカオの輸出に始まり、1950
年代からはバナナの生産・輸出が盛んに行
われるなど、農産品の輸出が外貨獲得の主
要な手段となっている。17年には、農産
物輸出額は同年の同国の総輸出額の54％
を占めた。

90年代に輸出農産品の多様化が推進さ
れる中、通年栽培が可能であり、灌

かん

漑
がい

が可
能であるという点でも世界的にも恵まれた
気象条件（注１）を活かして、ブロッコリーの
生産と輸出が本格的に始まった（写真７）。

（注１）中米のメキシコやグアテマラでは、気候や害虫
対策のため年間を通じた栽培ができない。また、
常に灌漑を利用できるわけではない。

90年代のブロッコリー輸出は主に欧州
向けであったが、2002年に米国への輸出
が本格化し、以降は米国が最大の輸出先に
なっている。また同時期に、日本向けの輸
出も増加しており、現在では日本は米国と
肩を並べる輸出先となっている。

イ　欧米向け輸出
エクアドルのブロッコリー輸出が成長を

遂げた背景には、世界的な需要の高まりや
通年栽培が可能であること、サプライ
チェーンにおけるインフラが整備されてい
ることに加えて、米国を中心とする欧米各
国への貿易アクセスが自由化されていたこ
とが挙げられる。米国向けはアンデス貿易
促進麻薬根絶法（注２）（ATPDEA：Andean 
T r a d e  P r o m o t i o n  a n d  D r u g 
Eradication Act）、EU向けはEUの一般特
恵関税制度（GSP：Generalized System 
of Preferences）（注３）により、2010年代
中頃までは農水産物の関税がほぼ撤廃され
た形での輸出が可能となっていた。

（注２）米国のアンデス諸国（ボリビア、コロンビア、エ
クアドル、ペルー）からの輸入品に対する免税措
置により、これらの国における麻薬の生産や密売
に代わる産業を強化し、経済発展を促進する法律。

（注３）先進国が開発途上国の支援を目的として、これら
の国から輸入を行う際に関税率を引き下げる制度。

しかし、米国からの優遇措置であった
ATPDEAが13年７月31日に終了したた
め、同年後半以降のエクアドル産冷凍ブ
ロッコリーに対しては14.9％の関税が課
されることになった。競合相手となるメキ
シコやグアテマラ産ブロッコリーは、経済
連携協定の下、無税で米国に輸出できるこ
とから、エクアドルの業界関係者の中では
価格競争力の低下による米国向け輸出の減
少が懸念された。実際に、13年の米国向
け輸出量は前年に比べて22.9％減少した。
こうした事態を受けてエクアドル政府は、
13年から15年にかけて輸出業者に対して
輸入関税に相当する金額の免税措置を行っ
た。結果的に、この措置が功を奏して
ATPDEA終了による米国向けのブロッコ写真７　スプリンクラーによる散水の様子
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リー輸出への影響は一時的なものとなり、
14年以降の米国向け輸出は増加基調で推
移している。

また、16年にはEUとの自由貿易協定が
発効し、同年末にGSPが終了した。自由
貿易協定同様、GSPも無税での輸出が可
能であったが、毎年更新が必要であったこ
とから、同年以降は自由貿易協定の下で恒
久的に無税となった。

（２）生産拡大の流れ
エクアドルで生産されるブロッコリーの

うち、90％以上は海外へ輸出されること
から、輸出先から求められる規格での生産
や認証取得など、輸出に重点を置いた生産
体制が必要となる。そのため、ブロッコリー
生産が本格化した1990年ごろからブロッ
コリーの加工業者が事業を興し、同国のブ
ロッコリー産業は加工業者による垂直統合

（インテグレーション）が進展してきた。
コトパクシ県などの主要生産地では、輸

出先から求められる規格や認証などに沿っ
て加工業者が栽培計画を作成し、同計画に
基づいて生産者と栽培契約を締結している
ことが多い。そのため、栽培契約に基づき
肥料や農薬などの投入物が加工業者から生
産者に配布され、苗床も関連会社から提供

（写真８）されるため、生産者自ら栽培計
画を立てて肥料や農薬を購入することは比
較的少ない。また、買い手があらかじめ価
格を設定しているため、日々価格の変動が
ある地元市場での取引と比べるとリスクが
少ない。

エクアドルのブロッコリーは、輸出とい
う側面からは世界的な需要拡大による恩恵
を受け、生産者にとっては安定した収入が

期待できる作物であるため、生産の拡大が
続いている。

（３�）生産・加工段階での国際認証などの
取得

エクアドルの大手ブロッコリー加工業者
は、輸出先の需要に合わせた規格による栽
培・加工や食品安全に関する国際認証を取
得している（表７）。

特に欧米向けの有機栽培ブロッコリーの
需要が伸びており、同国のブロッコリー加
工 最 大 手 で あ る プ ロ ベ フ ル ト 社

（Provefrut）によると、同社のブロッコリー
売上げの３割以上が有機認証を受けたもの
であるとされる。また、同国の専門家によ
ると、生産量に占める有機栽培ブロッコリー
の割合も増加しているとされる（写真９）。

ただし、有機栽培の場合、生産コストが
高くなることによる価格競争力の低下に加

写�真８　加工業者から育苗会社を通じて
生産者に提供されるブロッコリーの苗
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えて、有機栽培に切り替える際は、一定の
移行期間が必要となり、その間の収益の見
通しが立てにくいため、有機ブロッコリー
を取り扱っていない加工業者もいる。

その他、大手加工業者では、ユダヤ教の
コーシャ認証を取得したブロッコリーの生
産や調理済（Ready to Eat）製品など、
輸出先市場に対応した取り組みを行ってい
る。これらの取り組みは、生産のほとんど
を輸出するエクアドルのブロッコリー業界
にとって、競争力を維持し、収益を上げて

いくためには必要不可欠といえる。

（４）今後の課題
旺盛な輸出需要を満たすだけの生産量、

加工能力の確保が喫緊の課題となってい
る。上述の専門家によると、エクアドル国
内の加工場の一部は処理能力の限界に近付
いているとされる。これを受けて、大手加
工業者は新たな加工場の建設や設備の更
新、増設による生産性の向上を図るなど、
拡大する需要に対応するための投資を行っ
ている。

もう一つ課題となるのが為替である。エ
クアドルは2000年に自国通貨を放棄し、
米ドルを法定通貨とした。そのため、自国
通貨のレート切り下げなどができず、米国
の景気や金融政策に左右されることにな
る。また、ブロッコリー生産に必要な肥料
や農薬などの資材のほとんどを輸入するエ
クアドルにとっては、世界的なインフレに
よるこれらの資材価格の高騰も、国際市場
での競争力の維持という面で不利な状況に
なる。

表７　大手ブロッコリー加工業者が取得している認証の例

食品安全衛生・品質管理

・HACCP
・BRC 認証 *
・GMP（適正製造規範）認証
・IFSFood 認証 *
・GLOBALG.A.P.*
・PRIMUSGFS 監査認証 *

コンプライアンス、公正取引など
・BASC 認証（国際貿易におけるセキュリティ基準を定めた認証）
・SMETA 監査（労働者の健康や職場環境の安全性に関する監査）
・GRASP 規格（農場における労働者の健康、安全などに関する規格）

環境保全
・MinisterioDelAmbiente（エクアドル環境省の認証）
・SAMBITO 認証（エクアドルの環境保全に関する認証）
・TUVRheinland 認証（カーボンニュートラル）

その他
・HALAL 認証
・コーシャ認証（ユダヤ教徒が食べても良いとされる食品の認証）
・有機認証

資料：エクアドルの大手ブロッコリー加工業者の HP を基に、機構作成
注　：「*」は各国の大手小売店などが参加する世界食品安全イニシアチブ（GFSI）の承認を受けた食品安全に関する認証。

写真９�　EUの大手スーパーマーケットチェーンで
販売されるエクアドル産有機ブロッコリー

資料：EDEKA HP
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実際に、近年の円安・米ドル高の影響も
あり、23年の日本向けの輸出は前年から
落ち込んだ。欧米をはじめとした他の地域
への輸出が好調であったため、輸出量全体
では前年比増となったが、今後も米ドルの
為替相場の動きはブロッコリー生産や輸出
に影響する可能性がある。

５　おわりに

世界的にもブロッコリー生産に適した恵
まれた気候とインテグレーションによる効
率的な生産・加工・輸出体制が整っている
ことは、エクアドルのブロッコリー輸出に
おける最大の強みであるといえる。ブロッ
コリーの輸出事業が順調であるため、近年、
大手加工業者は加工処理能力の拡大を図っ
ている。さらに、一部地域では酪農の放牧
地をブロッコリー畑に転換するなど、ブ
ロッコリー生産の拡大も進んでおり、同国
のブロッコリー輸出は今後も増加傾向で推
移するとみられる。

また、主要輸出先である欧米などの需要
は引き続き増加する見通しであり、さらに
は輸出先の多様化を図る動きもあるなど、
世界的な需要の高まりによりエクアドルの
農産物輸出におけるブロッコリーの重要性
はさらに増してくるだろう。

同時に、ブロッコリーの生産は、生産地
である農村地域の雇用創出と所得向上とい
う重要な側面もある。実際に近年、農村地
域の労働雇用者数は増加しており、国民の
所得向上を目指すエクアドルにおいて、ブ
ロッコリー生産は農村地域の活性化につな
がる産業である。

日本国内においてブロッコリー需要が高
まる中、冷凍ブロッコリーの主要輸入元で

あるエクアドルのブロッコリー生産と輸出
の動向が日本の輸入にどのような影響を与
えるのか注目される。


